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東
郷
村
議
会
総
務
部
委
員
長
矢
、
　
野

総
務
部
婁
員
会
委
員
が
長
野
県
下
の
優
良
町
村
及
優
良
農
協
の
視
察
を
い

た
し
ま
し
た
の
で
そ
の
概
況
を
報
告
し
ま
す

　
　
　
一
、
小
布
施
町
に
つ
い
て

　
　
　
三
月
二
十
日
長
野
県
上
高
井
郡

　
　
　
小
布
施
町
役
場
を
訪
問
す
る
。

　
　
　
町
長
不
在
の
た
め
内
山
助
役
、

　
　
　
総
務
課
長
（
議
会
事
務
局
長
よ

　
　
　
り
説
明
を
き
く
。

　
　
　
小
布
施
町
は
、
昭
和
二
十
九
年

　
　
　
二
月
十
一
目
町
制
を
施
行
し
昭

陶　
　
　
和
二
十
九
年
十
一
月
小
布
施
町

林
　
　
　
と
都
住
村
が
合
併
し
現
在
の
小

　
　
　
布
施
町
と
な
っ
た
。

　
　
　
本
町
は
県
の
北
部
に
位
し
、
海

　
　
　
抜
三
百
五
十
三
米
、
面
積
十

　
　
　
九
、
三
七
平
万
場
、
東
西
六
、

獅　　
　
一
書
、
南
北
六
、
静
寧
、
周
囲

　
　
　
二
十
、
四
三
で
戸
数
千
九
百
戸

　
　
　
人
口
一
万
四
百
人
を
有
レ
て
お

　
　
　
り
、
面
積
は
本
村
の
九
％
弱
、

　
　
　
戸
数
、
人
口
は
略
、
本
村
と
同

藁
　
　
　
様
の
状
況
に
あ
る
町
で
あ
る
。

　
　
　
ω
町
役
場
の
状
況

前
甚　
　
　
町
の
職
員
は
定
数
八
十
三
名
で

・
　
　
内
役
場
職
員
町
長
以
下
三
十
三

　
　
　
名
、
農
業
委
員
会
二
名
、
公
民

，
晶

　
　
　
館
四
日
、
学
校
職
員
、
使
丁
、

　
　
　
給
食
三
九
名
、
上
水
道
職
員
六

　
　
　
名
、
国
民
健
康
保
険
事
業
関
係

　
　
　
職
員
七
二
、
直
営
診
療
所
職
員

融噛

　
　
　
五
名
、
保
育
園
職
員
十
七
名

　
　
　
（
三
ケ
所
）
で
あ
る
。
事
務
機

　
　
丁

　
　
　
　
は
総
務
課
、
文
教
課
、
農
務

　
　
　
諌
、
商
工
課
、
財
務
課
、
土
木

　
　
　
課
、
教
育
委
員
会
事
務
局
、
議

　
　
　
会
事
務
局
の
六
課
二
局
と
な
つ

　
　
　
て
い
る
。

　
　
　
ω
町
民
所
得
に
つ
い
て

　
　
　
昭
和
三
十
四
年
度
の
町
民
所
得

　
　
　
は
三
億
七
干
万
円
で
、
一
戸
当

　
　
　
り
平
均
十
九
万
五
千
円
で
あ
る

　
　
　
が
、
三
十
囚
年
度
ば
台
風
の
被

　
　
　
害
で
林
檎
が
減
収
し
た
た
め
所

　
　
　
　
　
少
な
い
が
平
年
に
於
て
は

　
　
　
　
的
弓
程

　
　
　
　
、
ゐ
。
本
紺
の
平
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
砦
蟹

　
　
　
　
　
喝
　
E
蜜
　
　
幅
　
　
’
・
　
－
こ
♂
　
辱

上
で
あ
り
、
町
民
の
生
活
は
相

当
安
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
　
　
　
　
　
噛

㈹
産
業
の
状
況

従
来
本
町
は
養
蚕
を
主
と
し
た

農
業
経
営
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

四
年
頃
繭
価
め
暴
落
と
一
般
奪

産
品
の
不
況
に
よ
り
、
必
然
的

に
農
業
経
営
の
一
回
転
換
を
余

儀
な
く
き
れ
た
。
こ
の
不
況
打

開
の
た
め
、
県
に
経
済
改
善
委

員
会
が
設
彊
さ
れ
、
昭
和
八
年

村
経
済
改
善
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
役
場
、
農
会
、
産
業
組
合

が
中
心
と
な
り
村
民
の
協
力
を

得
て
農
村
経
済
更
生
計
画
を
樹

立
し
、
養
蚕
主
体
の
経
営
を
多

角
的
経
営
に
転
換
し
、
年
次
計

画
に
よ
り
逐
次
林
檎
を
新
患
し

又
、
一
方
午
勢
、
西
瓜
、
長
芋

等
の
栽
培
と
共
同
販
売
を
行
い

自
力
更
正
に
励
み
今
日
に
及
ん

で
い
る
。

水
田
三
百
四
十
六
町
七
反
、
普

通
畑
百
八
十
三
町
六
反
、
果
樹

園
四
百
六
十
一
町
五
反
（
殆
ん

ど
林
檎
）
桑
園
十
町
七
反
、
山

林
百
三
十
七
町
、
原
野
三
十
五

町
歩
で
本
村
と
異
る
点
は
、
山

林
面
積
が
本
村
の
一
％
に
満
た

ず
、
そ
の
反
面
町
内
至
る
処
が

林
檎
園
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

林
檎
一
本
（
十
年
生
位
）
の
収

穫
量
は
約
五
十
貫
、
出
荷
価
格

は
貫
当
り
概
ね
八
十
円
乃
至
百

二
十
円
で
あ
る
た
め
、
一
本
か

ら
五
千
円
程
度
の
所
得
を
得
る

よ
う
で
あ
る
。
水
田
反
収
は
以

前
は
二
石
垣
度
で
あ
っ
た
が
千

曲
川
揚
水
と
土
地
改
良
が
行
わ

れ
、
現
在
で
は
三
石
五
配
位
ま

鱒
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通

大
き
い
も
の
で
あ
る
。
副
業
は

殆
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
様
な

も
の
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る

ω
教
育
の
状
況

長
野
県
は
全
国
で
も
屈
指
の
教

育
先
進
県
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
が
特
に
北
信
よ
り
南
信
が
進

歩
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る

本
町
は
合
併
前
小
学
校
三
校
、

中
学
校
二
校
で
あ
っ
た
が
町
村

合
併
後
申
学
校
を
一
校
に
統
合

し
た
。
中
学
校
卒
業
生
の
高
校

進
学
率
は
六
十
％
程
度
で
、
本

村
の
二
十
％
程
度
に
比
し
本
町

の
父
兄
が
子
弟
の
教
育
に
意
を

用
い
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る

公
民
館
は
本
馬
一
館
、
分
館
二

十
二
館
あ
り
分
館
長
は
殆
ん
ど

自
治
会
長
兼
務
で
あ
る
。
本
館

に
は
主
事
三
名
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
又
図
書
館
が
一
館
あ
り

司
書
一
名
を
設
置
し
て
い
る
。

三
十
五
年
度
の
図
書
購
入
費
は

十
九
万
円
で
之
は
町
民
一
人
当

り
二
十
円
で
あ
る
。

以
上
小
布
施
町
役
場
の
視
察
を

了
え
続
い
て
往
生
農
業
協
同
組

合
を
訪
問
す
る
。
（
以
下
次
号
）

欝
欝
國

七
月
臨
時
村
議
会
は
七
月
二
十

八
日
午
前
九
時
村
議
会
議
事
堂

に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
で
次

の
事
件
に
つ
い
て
審
議
の
結
果

原
案
の
通
り
可
決
確
定
さ
れ
ま

し
た
。
▼
議
案
第
二
十
八
号
昭
和
三

十
五
年
度
東
郷
村
歳
入
歳
出
予

算
の
追
加
更
正

集
団
赤
痢
の
発
生
に
伴
う
臨
時

伝
染
病
隔
離
病
舎
設
置
に
よ
る

諸
経
費
、
村
治
功
労
者
三
徳
碑

建
設
工
事
費
及
び
中
島
頭
首
工

災
害
復
旧
工
事
費
、
過
年
度
支

出
金
等
の
追
加
が
風
な
も
の
で

追
加
額
百
七
十
二
万
円
が
原
案

の
通
り
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
追
加
議
決
に
伴
い
予
算
総

額
は
、
七
千
三
百
三
十
一
万
八

千
八
百
円
と
な
っ
た
。

▼
議
案
第
二
十
九
号
昭
和
三

十
五
年
度
東
郷
村
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
追
加
更
正

保
健
婦
用
の
原
動
機
付
自
転
車

購
入
諸
費
及
び
助
産
費
葬
祭
費

八
万
三
千
円
の
追
加
が
原
案
め

遵
岳
渓
さ
れ
泥
。

鰍
　
　
　
羅
釜
馳

議
獣
艘
幽
蝕

告
、一

四
十
円
と
な
っ
た
。

▼
議
案
第
三
十
号
　
農
業
委
員

会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規

定
に
基
き
学
識
経
験
を
有
す
る

農
業
委
員
と
し
て
村
議
会
が
推

薦
す
る
議
案
で
審
議
の
結
果
、

黒
木
松
美
氏
（
坪
谷
）
岩
田
房

州
氏
（
福
瀬
y
目
高
辰
雄
民

（
下
渡
川
）
の
三
氏
を
推
薦
す

る
こ
と
に
可
決
さ
れ
た
。

▼
議
案
第
三
十
一
号
　
村
有
財

産
（
立
木
）
処
分
に
つ
い
て

上
大
谷
村
有
林
松
立
木
売
買

（
日
本
パ
ル
プ
K
K
）
に
伴
い

こ
の
立
木
搬
出
に
支
障
が
あ
る

た
め
杉
立
木
十
一
本
を
処
分
す

る
議
案
で
原
案
の
通
り
可
決
さ

れ
た
。

’

▼

‘

失業対策事業の

開始について

最
近
、
全
国
的
に
、
あ
ら
ゆ
る

企
業
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
仏

に
よ
る
反
響
と
し
て
、
失
業
者

が
激
増
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

居
り
ま
す
が
、
本
村
で
も
雇
用

の
減
少
、
木
炭
原
木
の
減
少
等

に
よ
る
失
業
者
が
発
生
し
て
居

り
こ
れ
等
の
人
々
に
仕
事
を
与

え
る
必
要
を
痛
感
し
て
居
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
い
対
策
と
し
て

は
村
の
み
の
力
で
は
仲
々
容
易

な
こ
と
で
は
な
く
、
既
に
日
向

市
等
で
行
わ
れ
て
い
る
失
業
対

策
事
業
を
受
入
れ
る
よ
り
他
に

方
法
は
な
い
と
考
え
、
農
山
村

に
お
け
る
本
事
業
の
適
用
は
困

難
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
居
り
ま

し
た
が
、
政
府
「
県
へ
対
し
て

早
急
に
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ

く
よ
う
強
力
に
接
衝
中
で
あ
り

ま
し
た
処
、
関
係
機
関
の
協
力

も
あ
っ
て
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ

去
る
七
月
十
一
日
か
ら
事
業
を

始
め
現
在
村
の
失
業
対
策
事
業

雛門門繕雛醸

噸

（

聯

轟

写
真
肺
①
一
夜
を
ふ
も
と
の
山
小
屋
で

【
「
菖
8
亀
．
蝉
」
2
9
も
く
≠
と
＝
』
星
1

就
労
適
格
者
と
し
て
、
三
十
二

名
の
人
が
日
向
公
共
職
業
安
定

所
か
ら
適
格
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
大
谷
、
小
野
田
線
の
村

道
改
良
工
事
に
従
事
し
て
居
り

ま
す
。
こ
の
工
事
に
引
続
い
て
本
年
度

は
深
瀬
か
ら
赤
井
笠
に
通
ず
る

坪
谷
川
右
岸
道
路
の
開
設
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
次
々
と
こ
の
人
た
ち
に

よ
っ
て
村
内
の
建
設
工
事
が
施

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
事
業
も
事

業
で
あ
る
以
上
、
経
済
効
果
が

当
然
追
及
さ
れ
ま
す
が
直
接
の

目
的
は
仕
事
の
な
い
人
に
就
労

の
機
会
を
与
え
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
の
で
、
一
般
の
御
理
解
と
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牧
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7
朝
空
に
黄
雲
た
な
び
き
蝟
の
“
そ
き
て
鳴
け
ば
夏
日
か
な
し
も

．
朝
霧
は
空
に
の
ぼ
り
て
た
な
び
き
つ
真
青
き
峡
間
ひ
と
り
こ
そ
行
け

・
姻
な
き
杜
な
き
鵤
夕
山
の
木
が
く
れ
行
け
ば
そ
よ
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も
な
し

．
雨
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剛

御
協
力
を
期
待
す
る
次
第
で
す

失
業
者
が
発
生
す
る
こ
と
は
決

し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
失
業
し
て
い
る
人
を

救
済
す
る
と
共
に
、
村
内
の
公

共
施
設
等
が
国
の
補
助
に
よ
っ

て
充
実
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
は
又
、
喜
ば
し
い
こ
と
で

も
あ
り
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

村
税
の
一
斉
徴
税
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

村
税
の
徴
収
に
つ
き
ま
し
て
は

昨
年
末
か
ら
強
力
な
態
勢
で
実

施
し
各
納
税
者
の
協
力
を
得
て
一

村
の
従
来
の
状
況
か
ら
み
ま
す

と
良
貯
な
成
績
を
得
た
の
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
今
だ
に
五
百
万
円
と
い

う
滞
納
が
あ
り
ま
す
。

納
税
向
上
の
か
げ
に
納
税
組
合

が
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す

近
来
各
区
共
組
合
の
設
立
と
運

営
の
強
化
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
い

ま
す
が
組
合
員
の
絶
対
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

本
年
も
旧
盆
に
一
斉
徴
税
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
滞
納
の
原
因

も
あ
る
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
完

納
に
つ
き
特
段
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
　
　
．

　
一
斉
徴
敗
期
間

　
　
自
九
月
例
日
至
九
月
四
日

〃動％励漁繍嫌

村
政
に
対
す
る
私
見
　

　　
@　

ﾘ
谷
陶
山
勲
　

　
　
　
　
　
撃
｛
，
　
ヤ
　
ら

灘
灘
”
騨
騰
揮
鍛
劇
難
鶴
熊
鰐
饗

　
私
は
村
政
の
根
幹
と
な
る
も
の

　
は
、
何
と
申
し
ま
し
て
も
「
村

　
民
の
幸
福
を
如
何
に
し
て
高
め

　
て
行
く
か
」
以
外
に
は
な
い
の

　
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

　
こ
で
村
政
を
掌
る
人
は
「
如
何

　
に
し
て
村
民
の
幸
福
を
」
と
い

　
う
こ
と
を
常
に
念
頭
に
お
い
て

　
す
べ
て
の
施
策
は
こ
こ
か
ら
湧

　
き
出
つ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

議
人
置
調
勧
鋸
敬

へ　
は
ど
ん
な
こ
と
か
」
と
い
う
こ

　　
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は

｛　
色
々
あ
り
ま
し
よ
う
が
先
づ
第

　
一
に
は
ど
う
し
て
も
前
首
相
岸

　
さ
ん
の
い
わ
れ
る
貧
乏
の
追
放

　
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
貧

　
　
　
　
　
　
　
ζ
と
．
　
よ
り

も
第
一
で
あ
っ
て
、
村
民
は
年

々
収
入
が
増
加
す
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す

こ
の
収
入
を
増
加
せ
し
め
る
に

は
農
山
村
で
は
産
業
振
興
以
外

に
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
あ
ザ
ま
す
。
と
こ
ろ
が

こ
の
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
決

し
て
等
閑
に
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
毎
年
の
施
政
方
針
に

は
必
ず
こ
の
一
項
目
は
揚
げ
ら

れ
て
あ
る
の
で
あ
り
ま
ず
け
れ

ど
も
、
今
一
歩
踏
み
込
ん
だ
と

こ
ろ
の
実
行
方
面
が
不
足
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
あ
り
ま
す
。

唯
毎
年
毎
年
遺
業
振
興
産
業
振

輿
と
順
え
る
の
み
で
は
実
績
は

上
ら
な
い
　
で
は
な
い
で
し
ょ

（

も
う
一
、
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脇

二
〇
④
一
、
六
三
四
翅
を
征
服
し
て
頂

　
　
　
　
上
を
き
わ
め
る
還
く
か
す
む
は

　
　
　
　
傾
、
祖
母
九
重
の
連
峯

　
　
　
　
　
　
」
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」
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う
か
。
そ
れ
な
ら
ば
如
何
に
す

る
か
と
の
問
題
が
起
る
こ
と
か

と
思
い
ま
す
が
、
私
は
先
づ
村

民
と
膝
を
つ
き
合
せ
て
生
活
を

よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
問
題
に

つ
い
て
真
剣
に
と
り
組
ん
で
研

究
し
た
ら
と
思
い
ま
す
。
数
回

　
　
　
タ

の
懇
談
会
を
と
り
換
す
間
に
、

部
落
部
落
に
よ
っ
て
名
案
が
出

て
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
も
と
よ
り
こ
の
懇
談
会
に

は
そ
の
道
の
権
威
者
を
も
参
加

一さ
し
て
善
導
す
べ
き
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

し
て
一
つ
の
地
区
が
、
野
菜
の

増
産
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
と

し
ま
す
と
先
づ
栽
培
方
法
を
研

究
す
る
と
共
に
、
販
路
を
研
究

し
て
出
来
た
商
品
は
ド
シ
ド
シ

と
市
場
に
は
け
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。

品
が
少
量
で
あ
れ
ば
近
く
の
町

で
消
化
が
出
来
る
か
と
も
思
い

ま
す
が
、
多
量
に
な
り
ま
す
と

北
九
州
と
か
、
阪
神
方
面
又
は

東
京
方
面
ま
で
も
手
を
延
さ
ね

ば
な
ら
な
い
事
か
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
東
京
方
面
に
会
合

が
あ
っ
た
り
、
政
府
に
用
件
が

あ
っ
て
上
京
す
る
場
合
に
は
そ

の
一
事
の
み
に
終
ら
ず
必
ら
ず

阪
神
や
北
九
州
そ
の
他
の
出
先

機
関
等
に
立
寄
り
何
物
か
を
必

ず
握
っ
て
帰
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
と
思
い
ま
す
。
又
役
場
の

経
済
課
の
吏
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の

係
主
任
を
お
い
て
全
責
任
を
以

て
指
導
に
当
極
、
常
に
指
導
鍵

盤
と
犠
腫
眉
記
を
記
し
で
そ
の

ぼ
〆
　
　
誉
‘

過
程
や
結
果
を
検
討
し
て
指
導

の
万
全
を
期
し
た
い
も
の
で
す

指
導
者
の
真
剣
さ
に
よ
っ
て
村

民
も
熱
が
入
り
、
こ
の
仕
事
が

軌
道
に
乗
る
様
に
な
り
産
業
振

興
の
精
神
が
地
r
つ
い
て
借
覧

も
自
分
達
の
も
の
と
自
覚
し
益

々
産
業
に
励
む
よ
う
に
な
る
も

の
と
思
い
ま
す
ゆ

以
上
は
生
活
を
幸
福
に
す
る
陽

極
方
面
の
お
お
粗
筋
（
あ
ら
す

じ
）
を
述
べ
た
の
で
す
が
、
そ

の
反
面
で
あ
る
消
極
的
方
面
の

消
費
節
約
を
も
考
え
ね
ば
な
ら

ぬ
と
思
い
ま
す
。
　
　
．

「
大
飯
食
う
も
の
は
大
養
た
れ

る
」
と
云
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
で
は
困
る
の
で
あ
づ

て
多
く
取
り
入
れ
て
少
く
出
す

様
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
が
即
ち
新
生
活

運
動
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
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し

八
月
癒
懸
墾

期
の
靹
讐
じ
す
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八
月
三
十
一
8
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ

い
。
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す
。宮
崎
で
汽
車
か
ら
降
り
る
と
、

バ
ス
に
乗
り
、
す
ぐ
帯
び
よ
う

い
ん
に
つ
き
ま
し
た
。
び
よ
う

い
ん
を
見
て
あ
ん
ま
り
大
き

く
、
き
れ
い
で
び
っ
く
り
し
ま

皿
し
た
。
中
に
は
い
る
と
ま
だ
ま

｝
だ
と
て
も
き
れ
い
で
、
そ
れ
に

で
さ
ん
の
人
が
来
て
い
・
の

ヤ
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●東

一

，

村
婦
協
宿
泊
講
習
会

報
告
書

本
村
婦
人
指
導
者
講
習
会
を
七
月
二
十
七
日
、
・
二
十
八

日
の
一
泊
二
日
で
、
東
郷
小
学
校
で
開
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
各
区
正
副
会
長
、
各
グ
ル
ー
プ
会
長
約
九
二

り
そ
れ
を
中
心
に
会
員
の
活
渡
一

な
意
見
が
出
て
ま
こ
と
に
有
意
一

義
な
全
体
A
苔
議
で
し
た
。
　
　
　
｝

お
別
れ
の
中
食
会
、
そ
の
後
、
一

毛
日
か
ら
稽
古
し
た
「
お
ど
　

り
」
を
全
員
で
お
ど
り
時
の
た

つ
の
も
忘
れ
て
午
後
二
時
過
ぎ

孤
会
い
た
し
ま
し
た
。

仲
　
深

坪
　
谷

越
　
山

下
渡
川

名
で
大
へ
ん
盛
会
で
し
た
。

第
一
日
の
開
会
式
に
は
村
長
さ
…
と
が
出
来
ま
し
た
。

ん
を
は
じ
め
議
会
の
教
育
厚
生

部
委
員
長
さ
ん
、
社
会
教
育
委
一
て
昨
日
の
分
科
会
の
発
表
が
あ

飛田佐富佐那中

高口藤山藤須野

敏米利吉真節輝

員
長
さ
ん
、
校
長
先
生
な
ど
沢

山
御
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
て
感

激
い
た
し
ま
し
た
。

特
別
講
演
と
し
て
延
岡
の
淵
澄

夫
先
生
の
「
今
後
の
農
村
と
農

村
婦
人
の
生
き
方
」
と
い
う
題

で
お
話
下
さ
い
ま
し
た
。
大
変

感
銘
深
い
お
話
で
し
た
。
先
生

は
宮
崎
農
圃
出
身
で
終
戦
後
開

拓
農
民
と
な
ら
れ
た
方
で
現
在

一
町
八
反
の
耕
地
に
乳
牛
三
頭

を
飼
っ
て
い
ら
れ
る
そ
う
で
す

奥
さ
ん
は
女
子
大
出
身
だ
そ
う

で
す
が
お
夫
婦
で
汗
を
流
し
な

が
ら
土
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す

姿
の
中
に
は
尊
い
も
の
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
四
分
科
会
を
持
ち
ま
し

て　
第
一
分
科
会
　
主
婦
の
自
由

　
時
間
を
い
か
に
し
て
作
り
出

　
す
か

　
第
二
分
科
会
　
青
少
年
を
正

　
し
く
育
て
る
に
は
ど
う
し
た

　
ら
よ
い
か

　
第
三
分
科
会
　
部
落
学
級
の

　
進
め
方

　
第
四
分
科
会
　
生
産
を
高
め

　
収
入
の
増
大
を
は
か
る
に
は

　
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

の
問
題
で
活
濃
な
意
見
が
交
換

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
間
「
お
ど
り
」
を
東
郷
小
学
校

　
　
　
　
の
橋
山
先
生
に
教
え
て
い
た
だ

　
　
　
　
き
ま
し
た
。
会
員
の
方
々
は
す

　
　
　
　
つ
か
り
童
心
に
帰
っ
て
楽
し
い

鷲
　
　
　
ひ
と
と
き
で
あ
り
ま
し
た
。

揮
　
　
　
夜
は
映
画
を
観
賞
い
た
し
ま
し

　
　
　
　
て
そ
の
感
想
の
発
表
会
な
ど
し

　
　
簡
ノ
て
第
一
日
を
終
り
ま
し
た
。

　
　
号篇
罐
鶴
聾
熔
篇

磯
　
　
　
　
い
か
」
の
題
で
パ
ネ
ル
討
議
を

　
　
　
　
い
た
し
ま
し
て
、
会
員
代
表
の

耀
羅
購
獺
礪

　
b
・
”
脚
、
．
を
う
箆
ま
わ
る
こ

　
ノ
を

．
蔑
h
　
錦
疑
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貼
黙
裟
増
㌘
ゐ
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，
祭
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

鱗
塑
罐
罐
難
雛
誘
を
図
る
た
め
震
生
産
者
が
触

韻
次
璽
・
で
に
農
協
に
着
本
い
た
し
ま
の
製
炭
に
使
用
し
た
薬
剤
の
経

男
一
す
の
で
三
日
以
内
に
各
部
落
の
費
に
つ
い
て
三
十
五
年
度
か
ら

播
鞭
耀
さ
ん
宅
に
お
届
け
致
奮
助
金
が
で
る
こ
と
と
な
っ
た

一
の
で
生
産
者
こ
ぞ
っ
て
こ
の
製

ロ

一
炭
事
業
を
行
い
今
後
益
々
良
質

　

一
炭
の
増
産
に
つ
と
め
る
と
共
に

転
統
あ
る
日
稟
炭
の
声
価
を

一
墾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
ま
こ
と
に
な
ご
や
か
な
会
で
あ
｝
／
／
／
／
－
／
／
／
／
／

夢
礁
薩
麟
嘆
外
嫌
へ
お
箱
り
せ

の
こ
の
後
の
日
々
の
く
ら
し
の
　
触
媒
製
炭
に

い
ろ
い
ろ
な
面
に
二
日
間
に
得

補
助
金
が
で
ま
す

薦
揚
い
た
し
ま
し
ょ
洗

そ
の
　
体
討
議
に
入
一
し
講
騰
脱
謙
瓢
三
雲
紡
糸
舗
靴
雑
難
場
林
務
係
に
間
合
せ
て
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
こ
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

家
の
光
普
及
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
東
郷
村
農
業
協
同
組
合

か
ね
て
農
協
が
取
扱
っ
て
お
り

ま
す
家
の
光
は
東
郷
村
の
皆
様

に
最
も
親
し
ま
れ
、
た
め
に
な

る
雑
誌
と
し
て
多
数
愛
読
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
こ
ぎ
い
ま
す

昭
和
三
十
五
年
度
は
レ
ベ
ル
ア

ン
プ
運
動
に
伴
い
東
郷
農
協
が

家
の
光
普
及
重
点
組
合
に
指
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
三
十
六

年
三
月
ま
で
に
三
七
〇
部
を
目

標
に
目
下
運
動
展
開
中
で
ご
さ

い
ま
す
。
従
来
家
の
光
は
購
買

部
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
し
た
が

八
月
号
よ
り
管
理
部
に
移
管
さ

れ
、
家
の
光
取
扱
要
領
の
設
定

と
部
落
担
当
職
員
制
に
よ
り
迅

速
に
皆
様
の
お
手
元
に
配
本
さ

れ
る
よ
う
万
全
を
期
し
て
お
り

ま
す
。

尚
農
協
婦
人
部
の
事
業
の
一
つ

と
し
て
八
月
号
よ
り
配
本
と
誌

代
徴
収
ま
で
婦
人
部
で
お
世
話

午
後
四
時
三
＋
分
か
ら
約
蒔
，
会習字白7宿協

喫

を
願
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

営
農
の
改
善
に
、
明
日
へ
の
生

活
に
読
ん
で
直
ぐ
役
に
た
つ
農

村
雑
誌
家
の
光
を
全
戸
愛
読
下

さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

誌
代
は
毎
月
六
五
円
で
一
月
号

と
九
月
号
は
特
別
附
録
が
つ
き

ま
す
の
で
幾
分
高
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
新
規
お
申
込
の
方
は

婦
人
部
を
通
じ
て
農
協
へ
申
込

あ
っ
て
こ
の
振
興
を
図
る
に
は

良
質
炭
を
よ
り
多
く
生
産
し
て
r

赦
鞍
鰹
嬉
野

尚
こ
の
製
炭
事
業
に
つ
い
て
は

詳
細
は
林
産
物
検
査
員
又
は
役

を
も
ち
、
そ
の
間
に
充
分
な
改

・
善
研
究
が
な
さ
れ
収
率
に
つ
い
・

て
は
、
す
で
に
限
界
に
達
し
た
一

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
　
　
…

又
最
近
パ
ル
プ
、
坑
木
用
材
等
…

広
葉
樹
利
用
の
増
大
に
伴
い
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

炭
原
木
の
不
足
と
な
り
、
し
た
…

が
っ
て
原
木
価
格
は
高
騰
し
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

炭
事
業
は
益
々
悪
条
件
が
累
積
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
そ
の
生
産
は
急
激
な
減
産
一

と
な
っ
た
現
状
で
あ
り
ま
す
。
一

そ
こ
で
農
林
省
、
林
業
試
験
場

2
o
、●

覧

〃
盆
行
事
に
つ
い
て
〃

東
郷
村
公
民
館

東
郷
村
童
生
活
運
動
協
議
会

東
郷
村
婦
人
連
絡
協
議
会

東
郷
村
青
年
連
絡
協
議
会

一
、

、、

霊
提
灯
は
近
親
者
の
み
と
…

し
て
そ
の
他
は
奏
的
な
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
醗
　

【
朝
参
供
養
】

に
お
い
て
は
数
年
前
か
ら
薬
剤
一
毎
年
お
盆
の
ト
七
日
に
成
願
寺
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
江
戸

ま
れ
る
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
一
を
使
用
す
る
製
炭
方
法
に
着
目
．
で
朝
参
供
養
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
研
究
が
続
け
ら
れ
た
の
で
皿
こ
れ
は
元
墾
、
輩
（
今
か
ら
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
担
当
職
員
名

部
落
名

福
　
瀬

小
野
田

鶴
の
内

迫
の
内

八
重
原

田
　
野

羽
　
坂

当寺池山　詫寺三都田

本原田本原田尾甲辺

和　義和弘千文　善

た
が
、
百
姓
達
は
き
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
高
鍋
藩
で
は
小
屋
が

け
を
し
て
飯
米
ま
で
与
え
て
暮

　
　
あ
り
ま
す
が
そ
の
結
果
従
来
の
…
百
七
十
年
前
）
藩
主
有
馬
永
純
出
さ
れ
ま
し
ナ

徳
一
製
炭
法
に
比
し
て
、
は
る
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
、
梶
田
十
郎
代
表
た
ち
は
元
緑
四
年
十

勇
一
収
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

子
．
と
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

謹
雛
潔
灘
は
塾

年
た
の
で
あ
り
ま
す
が
好
成
績
を

己
，
修
め
て
お
り
ま
す
。

蓼
翻
藤
魏
轄
露
華

一表

ﾌ
問
題
と
な
り
ま
し
て
百
姓

一
の
代
表
二
十
名
が
江
戸
表
に
呼

　
　
　
　
　
　
，
」
o

≡
＝
＝
≡
≡
≡
＝
＝
「
ニ
一
一
≡
≡
≡
「
ニ
≡
一
＝
＝
一
＝
≡
≡
≡
≡
一
＝
≡
＝
≡
＝
三
≡
一
一
＝
≡
一
≡
一
≡
≡
一
≡
一
≡
≡
≡
一
≡
≡
＝
一
＝
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≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
≡
＝
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三
≡
三
一
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一
≡
三
≡
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＝
ニ
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＝
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磯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
く
・
　
齢
　
　
　
　
　
｛
　
　
喝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
場
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彌甥M
鱗
覇
欝
欝
糠

て
藤
藩
へ
逃
散
し
ま
し
た
・
竿
百
姓
の
落
度
と
な
り
ま
し
て

途
中
、
高
鍋
藩
で
抑
留
さ
れ
乾
百
姓
の
頭
取
、
善
助
、
市
兵
ヱ

の
事
が
県
藩
（
延
岡
）
に
伝
え
一
は
礫
罪
に
そ
の
男
児
は
死
罪
、

嫌
奪
誌
諜
陰
嚢
騎
鱗
肋
灘
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
兵
衛
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
段
助
、
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
…
右
衛
門
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
斬
罪
に
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
五
郎
、
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
次
郎
、
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
之
照
、
庄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
之
惑
、
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
一
兵
衛
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
太
郎
助
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
流
罪
（
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謙
陰
’
　
　
　
…
丈
島
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
な
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
羅
試
聴
　
　
鍼
　
　
…
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
難
題
　
　
撃
慰
　
　
｝
　
…
こ
れ
等
、

　
　
　
　
　
　
解
．
　
　
　
　
　
　
　
　
駅
粥
・
　
川
住
み
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
我
が
村
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞
設
の
礎
石

　
　
　
　
　
　
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
騨
、
㎜
人
々
の
慰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
府
㎜
盤
の
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
り
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
d

塁
凱
黙
灘
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野
レ
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《
作
　
文
》

　
　
あ
か
ち
ゃ
ん

　
　
三
斜
二
年
　
杉
田
み
つ
子

う
ち
の
あ
か
ち
ゃ
ん
は
、
ま
き

子
と
い
い
ま
す
。
今
年
の
五
月

九
臼
で
、
ま
ん
一
つ
に
な
り
ま

し
た
。
さ
し
き
に
す
わ
ら
せ
て

お
く
と
、
一
人
で
あ
そ
び
ま
す

そ
し
て
、
も
う
、
つ
た
い
あ
る

き
を
し
ま
す
。
だ
け
ど
、
と
き

ど
き
こ
ろ
ん
で
な
き
ま
す
。

と
き
に
は
し
き
い
に
た
ち
か
か

っ
て
い
て
あ
そ
ん
で
い
ま
す

が
、
や
は
り
こ
ろ
ん
で
な
き
ま

す
。わ
た
し
が
、
お
や
つ
を
た
へ
て

い
る
と
「
ま
ん
ま
、
ま
ん
ま
」

と
い
い
ま
す
。

そ
し
て
、
き
げ
ん
の
い
い
と
き

に
は
、
わ
ら
い
な
が
ら
手
を
ふ

っ
て
、
バ
イ
バ
イ
を
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
「
め
ん
め
一
」
も

「
お
い
で
」
も
し
ま
す
。

ご
は
ん
の
と
き
に
は
小
さ
い
い

す
に
す
わ
ら
せ
て
た
べ
さ
せ
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
の
こ
と
を

「
ち
い
ち
ゃ
ん
」
と
よ
ぴ
ま
す

　
文
集
一
「
野
ば
と
よ
り
」
1

県
び
ょ
う
い
ん
に

行
っ
た
こ
と

　
　
越
小
四
年
　
池
田
　
英
人

学
校
の
身
体
け
ん
さ
の
時
、
お

い
し
や
さ
ん
が
、
　
「
こ
の
子
供

は
、
み
ゃ
く
が
正
し
く
な
い
」

と
明
比
先
生
に
言
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
で
、
先
生
は
と
て
も

心
配
し
て
「
県
び
よ
う
い
ん
に

連
れ
て
行
っ
た
方
が
よ
い
」
と

と
う
ち
ゃ
ん
に
言
っ
た
そ
う
で

す
。ぼ
く
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
。
び
よ
う
い
ん
に
行
く
こ
と

よ
り
も
、
宮
崎
に
ゆ
か
れ
る
こ

と
が
う
れ
し
い
の
で
、
よ
ろ
こ

製
親
妨
悌
誕
縮
誰

り
す
る
こ
し
ζ
な
つ
え
、
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

ち
ゃ
ん
が
宮
崎
に
お
る
か
’

で
ま
た
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
と
一
し
ょ
に
待
合
し
つ
で
一
と
い
っ
た
ら
「
ま
だ
あ
ぶ
ね
か

待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
こ
ん
な
一
ら
の
せ
ん
」
と
い
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
が
み
ん
な
び
よ
一

う
人
か
し
ら
、
宮
崎
の
人
は
、

み
ん
な
び
よ
う
人
か
し
と
思
い

ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
お
い
し
や
さ
ん
が
、

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
か
と
心
配
．

し
て
い
る
と
、
か
く
声
き
が
、

噛
課
で
諺
雛
閑
処

後
か
ら
し
ん
き
つ
室
に
は
い
り
一

ま
し
た
。
そ
し
て
、
な
に
か
、

と
う
ち
ゃ
ん
が
言
い
ま
し
た
。

お
い
し
や
さ
ん
は
，
む
ね
や
せ

な
か
を
調
べ
た
り
、
こ
つ
ん
こ

つ
ん
と
た
た
い
て
み
た
り
、
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
の
目
を
指
で
お
さ
え
つ
け
た

り
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
か
ん
ご
ふ
さ
ん
が

鎗
薦
毒
悪

せ
ら
れ
ま
し
た
。
手
や
足
を
皮
…

の
ひ
も
で
、
く
び
ら
れ
て
電
気
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
線
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

う
す
る
か
と
思
っ
て
こ
わ
か
っ

た
」
が
、
ち
が
う
お
い
し
や
さ

ん
が
来
て
「
い
た
い
こ
と
も
ど

う
も
な
い
よ
」
と
言
い
ま
し
た

ぼ
く
は
「
び
ょ
う
き
が
か
る
い

と
言
え
ば
い
い
が
ね
え
」
と
思

い
ま
し
た
。
ま
も
な
く
ジ
ジ

ジ
ー
ー
♪
2
ジ
と
音
が
き
こ
え

ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
、
ど
う

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
み
ん
な
し
ん
さ
つ
が
終
り
ま

し
た
。

そ
し
て
、
お
い
し
や
さ
ん
が
、

と
う
ち
ゃ
ん
に
説
明
を
し
ま
し

た
。
ぼ
く
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
と
う
ち
ゃ
ん
が
い
い

ま
し
た
。
　
「
マ
ラ
ノ
ン
は
し
て

い
か
ん
が
、
そ
の
ほ
か
の
運
動

は
し
て
も
い
い
そ
う
だ
よ
」
と

の
こ
と
で
す
。

そ
れ
で
、
す
っ
か
り
安
心
し
た

の
で
「
こ
れ
か
ら
も
一
番
す
き

な
鉄
ぼ
う
が
さ
れ
る
」
と
思
い

急
に
元
気
い
っ
ぱ
い
で
宮
崎
か

ら
帰
り
ま
し
た
。

　
文
集
1
「
く
り
の
花
よ
り
」
1

号
」
を
買
い
ま
し
た
。
　
・

一
日
目
は
う
れ
し
そ
う
な
顔
を

し
て
、
夕
方
近
く
ま
で
練
習
し

ま
し
た
。
何
日
か
た
っ
て
、
雨

が
つ
ば
も
買
い
ま
し
た
。
ぼ
く

は
「
い
い
な
ー
ー
”
」
と
思
い
ま
し

胱
藤
↑
舘
㌃
は
じ
　

「
カ
ブ
号
」
に
乗
っ
て
父
ち
ゃ

ん
は
、
す
ま
し
て
学
校
に
行
き

ま
す
。
ぼ
く
が
「
の
せ
て
：
」

四
、
五
日
た
っ
て
「
乗
せ
て
：
」

と
ま
た
言
っ
た
ら
「
う
ん
」
と

い
っ
て
、
二
人
の
り
し
て
新
聞

と
り
に
い
き
ま
し
た
。
す
一
つ

と
い
く
の
で
、
な
か
な
か
き
も

ち
が
よ
か
っ
た
。

途
中
、
ど
う
し
た
こ
と
か
東
郷

橋
で
止
ま
っ
た
の
で
「
ど
う
し

た
も
ん
ね
」
と
ぼ
く
が
言
っ
た

ら
「
お
か
し
い
か
ら
よ
」
と
い

い
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
動
き

だ
し
ま
し
た
。
家
ま
で
気
持
ち

よ
く
乗
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

一団
ち
ゃ
ん
は
「
も
っ
と
早
く
買

え
ば
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。文
集
1
か
ん
む
り
ょ
り
一

《
短
　
歌
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
越
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
越

「
坐
汗
を
ふ
き
登
り
つ
き
た
る
山
頂

父
の
〃
カ
ブ
号
’
4

　
　
東
小
五
年
小
野
　
　
孝

こ
の
前
、
父
ち
や
　
は
「
カ
ブ
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五
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り
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足
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み
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は
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な
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つ
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や
つ
れ
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お
り
ぬ

　
　
　
　
越
表
海
野
　
　
完

汗
く
さ
き
枕
に
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読
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大
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る
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け
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襲
職
垣
澄
幸

麓
の
人
見
ゆ
れ
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方
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ち
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な
ん
だ
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く
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◇
真
昼
の
暑
さ
は
き
び
し
い
が

き
び
の
葉
を
渡
の
風
に
、
空
に

む
ら
が
る
赤
ト
ン
ボ
に
、
初
秋

の
季
が
ほ
の
か
に
感
じ
ら
れ
る

こ
ろ
と
な
っ
た
。
稔
り
の
秋
の

訪
ず
れ
も
、
そ
う
遠
く
は
な
い

◇
待
望
の
役
場
庁
舎
が
愈
々
竣

工
し
た
。
八
月
二
十
六
日
に
落

成
式
が
予
定
さ
れ
た
。
そ
の
日

は
村
民
あ
げ
て
祝
福
し
よ
う
。

思
え
ば
町
村
制
が
施
か
れ
て
、

七
十
一
年
、
そ
の
間
色
々
な
出

来
事
が
あ
り
事
業
も
行
わ
れ
た

初
め
て
庁
舎
を
新
築
し
た
の
は

大
正
十
三
年
だ
か
ら
町
村
制
が

施
行
さ
れ
て
三
十
五
年
目
で
あ
、

る
。
そ
の
庁
舎
が
台
風
で
倒
れ

た
の
が
昭
和
二
十
年
八
月
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
あ
の
不
完
全
窮

ま
る
仮
庁
舎
に
住
む
こ
と
十
五

年
、
村
民
各
位
に
も
迷
惑
か
け

た
こ
と
が
多
か
っ
た
ろ
う
。

◇
し
の
び
に
し
の
ん
で
合
度
は

バ
リ
ツ
と
し
た
庁
舎
が
建
つ
た

白
亜
の
こ
の
庁
舎
ば
本
村
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
を
楯
繰

と
し
て
心
機
を
一
転
し
て
愈
々

郷
土
建
設
に
つ
と
め
る
こ
と
と

し
よ
う
。
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